
May 2023 Newsletter 

 

 

正しい言葉が見つかると、フェルトセンスは開く。すなわちそれは前に進む。 

以前は行き止まりになっていたところが、今は言葉の意味に向かって流れる。 

ユージーン・ジェンドリン 

（訳：酒井久実代） 
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ユージン・ジェンドリンの心理学と哲学 

（心理学と他者） 

エリック・R・シバーソンとケヴィン・C・クリッカ 

  

本書は、2021 年に、ジェンドリン研究センターとシアトル大学の心理学科と哲学科の共催で行われたジェンドリン・シ

ンポジウムの成果です。編者のエリック・R・シバーソンとケヴィン・C・クリスカは、このイベントの主催者であり、本書の論

文はこのシンポジウムで発表されたものです。. 

 

 この論文集の著者たちは、ユージン・ジェンドリンの仕事に刺激を受けた研究者たちであり、特に、ジェンドリンに基づ

き、そして、ジェンドリンを超えて、大きな危機に直面している世界コミュニティのために考えることに関心を持つ人々で

す。この著者たちは、ジェンドリンの暗黙の哲学や彼の心理学への理論的アプローチから刺激を得ています。これらの論

文はジェンドリンの様々な考えを私たちの時代に生かすものであり、彼の仕事の批判や修正、拡張を含んでいます。. 

 

 ご留意ください。次のジェンドリン・シンポジウムは 2023年 9 月に開催予定です。2023 年のシンポジウムについての情

報はここで見ることができます。 

 

 
                                                                （訳：日笠摩子） 

 

本書をもっと詳しく知り、注文するにはここをクリック 

https://store.focusing.org/products/the-psychology-and-philosophy-of-eugene-gendlin-psychology-and-the-other


 

ジェンドリン哲学賞 

申し込み期限が迫っています。2023年 6 月 1日です。 

 体験的哲学と心理学研究のためのユージン・T・ジェンドリン・センター（略してジェンドリン研究センター）は、哲学の若き

研究者のための新しい賞を発表することを喜びとします。 

 

 ジェンドリン研究センターは、国際フォーカシング研究所の一部門です。その目的は、ジェンドリン博士の仕事に基づい

た高度な学術研究を促進することです。ユージン・ジェンドリンは 1958 年にシカゴ大学から哲学の博士号を取得してお

り、1964 年から 1995 年まで、シカゴ大学の哲学科と比較人間発達学科で准教授として勤めました。 

 

 500 ドルのジェンドリン哲学賞は、ジェンドリンの哲学および著作の様々な側面に関する論文の中で、最優秀な論文に

授与されます。 

 

必要条件や論文投稿のやり方についての詳細は、 ジェンドリン研究センターのページに掲載されています。 

詳細はここにあります 

 

                                                     （訳：日笠摩子） 

https://focusing.org/gendlincenter#prize
https://focusing.org/gendlincenter


2023年ジェンドリン・シンポジウム 

「熟慮された変容：身体化した現象学とプロセス思考」 

 

論文募集－締め切り 6月 1日 

  

オンライン開催 

2023年 9月 28日－10月 1日 

（アジア・オセアニア地域では、9月 29日から 10月 2日） 

 

        このシンポジウムは、ユージン・T・ジェンドリン研究センターに加えて、デュポール大学、アイスランド大学、

コプレンツ大学の後援を受けています。 

論文募集 

 
 

イベントページと申し込み方法 

 

 （訳：日笠摩子） 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/17N-xFtJHe20QWohJMAEqWyFIU__Z9vaD/view
https://focusing.org/event/gendlin-symposium-deliberative-transformation-embodied-phenomenology-and-process-thinking


会話を始めましょう：2023年のラウンドテーブル 

 

よい会話をすることに興味はありますか。それなら、ラウンドテーブルこそ、そのてはじめにぴったりな場所です。ラウ

ンドテーブルは、メンバーの間の会話とつながりを育むために創られました。ラウンドテーブルのイベントで（さらにそれを

超えて）たいへん多くの会話が、数年にわたり幅広い話題についてなされてきました。 

 

 あなたの受信箱に届くお知らせや、TIFI のウェブサイトの講座やイベント欄の広報をごらんになったことがあると思い

ます。今年もすでにいくつか 2023 年のプログラムとして予定されており、皆さんのご参加をお待ちしています。すべての

ラウンドテーブルにメンバーは無料で参加できます。 

 

 2023 年のラウンドテーブルのプログラムの意図は、私たちの国際的コミュニティの対話とつながりを育み続けることで

す。いくつかの機会についてはまだ詳細の最終検討を行っているところですが、これから何ヶ月間で、どのような出来事

が期待できるか、その雰囲気をお伝えできるよう、ここに計画中のラウンドテーブルの主なカテゴリーを挙げます。 

• 特定の関心を持つグループの集まり：フォーカシング指向セラピストたち（FOTs）や子どもたちのフォーカシング

など。 

• 様々な言語（今までは、フランス語、ポルトガル語、イタリア語、ヘブライ語、英語など）でのラウンドテーブル、そ

の地域の人をホストとして。 

• その年の特別テーマを強調するもの：フォーカシングとリスニングに関する 3 種類の単独イベントなど。 

• 一般的な話題で、その多くはメンバーから提案されたもの：フォーカシングとエコロジー、フォーカシングと詩、フ

ォーカシングとスピリチュアリティ、フォーカシングと社会的関与、「新しい正常とは何か」についての会話、など。 

• 様々な時間帯の人々がラウンドテーブルに参加しやすいようにするための地域的な広がり 

 

 特に感謝しておきたいのは、ボランティアで、昨年ホストを務めてくれたメンバー、そして、2023 年にホストとして務める

ことに同意してくださったメンバー、の皆さんです。世界中で、オセアニアから南北アメリカ、ヨーロッパ、日本まで、ホスト

を務めてくださった人々は、どのラウンドテーブルについても快く時間を費やして、仲間のメンバーたちが可能な限りよい

体験ができるよう詳細に計画してくれました。また、探求したい領域の提案をくれた人々や、技術的なサポートをしてくれ

た人々や、表には出ないところで手続き的な仕事をしてくれた人々にも感謝します。そしてもちろん、勤勉で、親切で、ど



こまでも我慢強い、TIFIの事務所のエリザベス・カンターには特別な感謝を捧げます。これは、大きな国際的な協力の賜

です。 

 

 あなたも新しい会話を始めたいと思いませんか。皆さんがどういう話題について会話をしたいか、お話を伺いたいで

す。もしかしたら、投げかけたい、あるいは一緒に探ってみたい、疑問があるかもしれません（はっきりしないエッジは大

歓迎です）。もしかしたら、自分が探求している領域で他の人たちとつながる機会を持ちたいかもしれません。あるいは、

生活のある側面を改善したり、今日私たちが直面している諸問題に立ち向かったりする上で、フォーカシングが何かしら

貢献する方法について、会話を始めたいかもしれません。 

 

 どうぞ、Roundtable-Membership@focusing.org まで E メールで、あなたの思いつきや考えや疑問、他のメンバーたちと

会話を持ちたい領域をお知らせください。私たちの役割は、皆さんがラウンドテーブルという枠組みを効果的に利用でき

るようにお手伝いすることです。そのために、その思いつきをオンラインでの 2 時間の体裁に整えたり、メンバーたちにお

知らせするための広報資料を工夫するのを手伝ったり、そのイベントの日程を調整してリストアップしたり、前もって必要

な資料を送ったり、そのイベントを Zoom で実施するための技術的な支援をしたり、します。また、その後も会話を続けた

い人々のためには（参加者の了承がある場合にのみ）E メールのリストを提供します。私たちは、今年の後半と 2024 年

にかけてのイベントを計画している最中ですので、皆さんがラウンドテーブル・チームに連絡をして会話を始めるには今

こそがよい機会です。ぜひお話をお聞かせください。 

 

2023 年のラウンドテーブルで皆さんにお会いすることを楽しみにしています。マーガレット・クイン、メアリー・ジェニング

ス、エレイン・ゴギン ラウンドテーブル・チーム 

 

                                                      （訳：日笠摩子） 

 

  

 

 

 

 

mailto:Roundtable-Membership@focusing.org


バラ・ジェイソンへの賛辞 

ポーラ・ノーウィック 

フォーカシング・コミュニティの献身的なメンバーにお別れを告げる 

  

「・・・バラの最も素晴らしいところは、彼女の寛大でフォーカシング的な有り様でした・・・」 

  

バラ・ジェイソンは、2023年 3月 7 日に、フォーカシング指向心理療法の実践において、教育・執筆・編集に携わり、他

者をサポートし、フォーカシングの発展・普及に生涯を捧げた後、この世を去りました。 

.                                                

 

 

  

 

 

 

 

 

 

1978 年にシカゴで開催されたウィー

クロングの共同リーダー、バラ（右）と

メアリー・マクガイア。中央はブライ

アン・コルゼック。その後ろからビー

ビー・サイモンが顔を覗かせている。 

 

シカゴのフォーカシング・コミュニティができてまだ日が浅かった頃、バラは

タイプライターで原稿を打ち、謄写版印刷をし、ホチキスで留める作業をしな

がら数ページの書き物を配布していました。 

 

バラが始めたニュースレターは、2008 年には彼女のダイナミックなリーダ

ーシップのもとに大きく成長し、37 人のフォーカサーの投稿記事を掲載した

376 ページもの、本格的に製本された年刊誌、「フォリオ」となるに至りまし

た。 

 

その過程で、彼女は国際フォーカシング研究所に出版費用を負担しても

らうよう説得し、ジーン・ジェンドリンの揺るぎない支持をも取り付け、世界中

の著者から投稿文を募集することに成功しました。彼女の業績のおかげでフ

ォーカシングがもつ広大で多様な知的関心領域に光が当てられ、何千人も

の人々が学び、楽しみを味わうことができました。私は、フォリオの共同編集 

 者になってみて、バラには大きな夢を見てその夢を完璧に実行するだけでなく、（私を含めた）多くの人々にインスピ

レーションを与え、彼女の高い野心をサポートするように仕向けることができる天性の力を身につけていることがよく

わかりました。 

 



 

 2017 年 8 月、TIFI主催でジーンの追悼式がニューヨークで開かれましたが、式に引き続いて午後に開催されたジー

ン・ジェンドリンを偲ぶフォーカシング指向心理療法に関するシンポジウムは、写真右のバラとルース・ローゼンブラムと

の共同主宰によるものでした。 

 

 

                                        （訳：前田満寿美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューの全文はここをクリックしてお読みください 

https://focusing.org/tifi-blog/tribute-bala-jaison-paula-nowick


ルーシー・バウアーを偲ぶ 

ルーシー・バウアーへの追悼文が掲載されている訃報欄に、あなたからもぜひ短いお悔やみの言葉をご投稿ください。 

 

2023 年 4 月 3 日、フォーカシングの宇宙空間は、ルーシー・ルートベルド・バワーズという最も明るく輝く星の一つ

を失いました。長い間、腎不全・癌と勇敢に闘った末、彼女は穏やかに永眠されました。彼女の愛する家族、そして大勢

の友人、同僚、生徒、その他彼女と触れ合ったたくさんの人々が、ルーシーの他界を悼んでいます。 

ご遺族は 6 月にルーシーの追悼会をトロントで開催する予定です。親密な会になるようにという思いからライブストリ

ーミングは行われない予定です。儀式参加について詳細をお知りになりたい方は、私たちのオフィスまで電話またはメー

ルにてご連絡ください。. 

 

 グローバルなフォーカシング・コミュニティでのルーシーの偉業を称えるために、 バーバラ・ディキンソンが次号のニュ

ースレターに賛辞を投稿することになっています。短い追悼文を寄稿したい方は、2023年 5 月２５日までに、直接彼女の

E メールアドレス barbara.j.dickinson@gmail.com 宛にメールを送ってください。 

ルーシーのご遺族は、皆さんからのお悔やみの言葉が読める訃報欄や、その他の関連情報を得ることができる以下

のサイトを提供してくださっています。 

 

St. Catharine's Standard 

Heritage Funeral Centre 

 

愛するルーシー、どうぞ安らかにお眠りください。 

 

                                                               （訳：前田満寿美） 

 

  

mailto:barbara.j.dickinson@gmail.com
https://www.legacy.com/ca/obituaries/stcatharinesstandard/name/lucy-bowers-obituary?id=51564070
https://www.heritagefuneralcentre.ca/obituaries/Lucy-Bowers-?obId=27650599


  

 

マイルストーン 

以下の新しく認定された３人のコーディネーター、認定フォーカシング・プロフェッショナル（トレーナーとフォーカシング

指向セラピストを含む）と熟練フォーカシング・パートナーシップ資格（PFP）を受賞された皆さん、おめでとうございます。

それぞれの方の功績を称え、今後のご活躍をお祈りいたします！ 

 

新コーディネーター 

 

 

 

 

 

 

 

サンディ・ジャーミ・バーグ（米国） 

 

指導コーディネーター：ニナ・ジョイ・ローレンス パトリシア・オミディアンとヘ

レネ・ブレンナーーのサポート 

 

サンディはフォーカシングを通して個人のエンパワーメントとコミュニティ

の構築について教えることを目的としているフォーカシング・コーディネータ

ーです。 

彼女はインナー・リレーションシップ・フォーカシング、空間認識、神経科

学に基づくセッションやコースを提供しています。彼女の認定に対するコミュ

ニティ・ウエルネス・アプローチは変化をガイドするマスターのための継続的

な学習コミュニティによってサポートされています。サンディは日常生活でフ

ォーカシングを使うためのシリーズ本であるスマートビュー・ストーリーの著

者でもあります。その本は現在、学校のカリキュラムの中で展開していま

す。 



 

 

 

 

 

 

                                                          （訳：酒井久実代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルーク・ブレンナー（イスラエル） ヘブライ語 

 

指導コーディネーター：ダナ・ガニハール 

 

 バルーク・ブレンナーは、イスラエルの演劇監督、俳優、歌手、教師、フ

ォーカシング・トレーナーであり、そして叙階された正統派ラビです。過

去、25 年間、彼は演劇、ムーブメント、声楽における体験的ワークと精神

的実践を統合する一流のイノベーターでした。彼は、ダナ・ガニハールと

ともに、哲学者ユージン・ジェンドリンの精神に基づくシャキオ・インスティ

テュートを設立し、フォーカシング、TAE、ジェンドリン哲学、そして祈りの

学校を提供しています。 

キャサリン・コット（香港、中国） 中国語 

 

指導コーディネーター： 

 

 キャサリンは臨床心理学の博士号、結婚・家族セラピーの修士

号、MBA、そしてスピリチュアル神学の修士号を取得しました。彼女

は 20年以上にわたり、心理療法に従事し、独自の治療法である「共

感的フォーカシング・トラウマ・トレーニング」を開発しました。キャサ

リンは香港とカナダに非営利団体を設立し、世界中の中国人コミュ

ニティにセルフヘルプによる情動的覚知を広めることに尽力してい

ます。6 冊の著書と多くの論文を書いています。彼女は国際的に人

気のある講演者で、世界中で 500 以上のワークショップまたは講演

を行っています。 

https://focusing.org/sites/default/files/2023-05/FOREIGN%20LANGUAGE%20MAY%20%2723%20New%20Coordinators.pdf
https://focusing.org/sites/default/files/2023-05/FOREIGN%20LANGUAGE%20MAY%20%2723%20New%20Coordinators.pdf


新認定フォーカシング・プロフェッショナル 

Percillio Araujo da Silva Filho, 

ブラジル 

コーディネーター: Ana Lidia Mafra 

Bicalho de Oliveira and Maria Luiza 

Rocha de Andrade 

 

Liat Granot, イスラエル 

コーディネーター: Liora Bar Natan 

 

Andrea Gratti, イタリア 

コーディネーター: Nicoletta Corsetti 

 

Alexandre Jacquelin, フランス 

コーディネーター: Bernadette Lamboy 

 

Heather Juergensen, 米国 

コーディネーター: Charlotte Howorth 

 

Teresa Keller, 米国 

Coordinator: Ann Weiser Cornell 

 

Sigalit Kubeisy Klein, イスラエル 

コーディネーター: Liora Bar Natan 

 

Adi Leshem Alaluf, イスラエル 

コーディネーター: Yarden Kerem 

  

Anthony Chun Sang Lo, カナダ 

コーディネーター : 池見陽 , Chee 

Seung Chan and Katherine Kot, CiT 

 

Anna Maria Lorenzo, イタリア 

コーディネーター: Patrizia Bonaca 

 

Selina Shuk Kwan Ma, カナダ 

コーディネーター : 池見陽 , Chee 

Seung Chan and Katherine Kot, CiT 

 

Annemarie Makay, ベルギー 

Coordinator: Chris van de Veire 

 

Bruno Martins, ブラジル 

コーディネーター : Ana Lidia Mafra 

Bicalho de Oliveira and Maria Luiza 

Rocha de Andrade 

 

Ton Steehouder, オランダ 

コーディネーター : Aaffien de Vries, 

Jan Winhall and Ynke van Zuidam, CiT 

熟練フォーカシング・パートナーシップ資格授与(PFP) 

Shara Morales, スイス 

King Chun Tse, 香港, 中国 
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